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新福岡武道館のデザインが決定！ 

～武道の精神と福岡の文化が融和した、新たなランドマーク～ 

○ 大濠公園南側にある福岡武道館は、新県立美術館が武道館を含む大濠公園の

一部に建設されることから、福岡市博多区東公園にある福岡市民体育館の隣接

地に移転改築します。 

〇 新しい福岡武道館は、柔道場や剣道場など警察術科訓練の推進向上に必要な

設備を備えるとともに、多様なスポーツに活用できるサブアリーナを新たに整

備します。外観は博多織を取り入れたデザイン、環境にやさしい ZEB 化（省エ

ネルギー化 40％以上）などにより、福岡の新たなランドマークとして、県民の

皆様に末永く愛される施設を目指します。 

○ また、福岡市と連携を図り、隣接する市民体育館との相互利用や駐車場の共

用といった一体的な運営により、これまで以上に利用価値の高い施設として、

本県のスポーツ振興の拠点となるよう、取り組んでいきます。 

    

１ 移転用地 

福岡市博多区東公園１０７番２５ 

（福岡市民体育館西側国有地） 

 

 

 

 

 

２ 施設概要 

（１）デザインコンセプト 

「武道の精神と福岡の文化の融和による武道振興の新たな拠点の創出」 

   ・格式高く重厚感のある「和」のデザインで、伝統的な武道の精神を表現 

   ・博多織をモチーフとした列柱や外壁で、武道館の風格と福岡らしさを演出 

   ・省エネ化や周辺環境に配慮した設計で、人と自然にやさしい武道館 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課：警察本部総務部施設課 
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【外観イメージ】 



（２）階層・構造 

地上４階・地下１階建、鉄骨鉄筋コンクリート造 

 

（３）現在の福岡武道館から拡充される主な機能 

  〇「柔剣道場」…競技面及びその間隔を拡大 

  〇「相撲場」…練習用土俵を設置 

  〇「サブアリーナ」…新たに設置 

 

（４）施設の特徴 

  〇 太陽光発電設備の設置、施設の省エネルギー化（ZEB Oriented 以上） 

  〇 施設のバリアフリー化、車いす用観覧席及び駐車場の設置 

  〇 県産木材の活用（エントランス、柔剣道場観覧席など） 

 

３ 今後のスケジュール 

  令和５年１０月着工、令和７年１１月しゅん工予定 

【施設機能】

収容人数 固定席 車いす枠

柔道場 ４面 ４面

剣道場 ４面 ４面

弓道場 １２人立ち 屋外 １２人立ち 120 42 2

相撲場 １面 屋外
１面

練習用２面
180 2 2

サブアリーナ ― ― バスケット１面 108 108 2

駐車場

※　収容人数は固定席と可動席の総数。相撲場の席は平面席

1,021

現福岡武道館

1,022

機能観覧席機能

新福岡武道館

観覧席※

47台（屋内38台、屋外9台）、うち車いす用3台

61,022

42台


